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ウズベキスタン国エネルギー管理士制度の構築とゼロエネルギービル実証試験を通じた省
エネ能力強化プロジェクト

【背景・目的】 
ウズベキスタン共和国（以下、「ウズベキスタン」）は、中央アジアで最大の人口を有す
る国であり、天然ガス、金、綿花等の輸出増と継続的な公共投資の効果で経済成長を遂げ
ているが、発電設備の老朽化等から、十分な電力供給量を安定的に確保できていない状況
である。また、人口増加等に伴う電力需要の増加に対応するため、電力供給設備の整備だ
けではなく、需要側の効率的な電力使用も求められている。上記を示す法令として、2017
年5月の「ウズベキスタン開発戦略2017-2021」において、エネルギー消費の削減努力（省
エネ）が重要であると述べられており、後継の「ウズベキスタン開発戦略2022-2026」
（2022年1月）では2026年までにエネルギー効率を20％向上させ、大気への有害ガスの排
出を20％削減することが明記されている。また、2020年7月の大統領令PP4779では、2030
年にエネルギー効率改善率を1.5倍にするという高い目標を掲げており、省エネ活動の推
進は喫緊の課題である。なお、「World Energy Balances」（IEA、2020年）によると、ウ
ズベキスタンのエネルギー消費は、主に産業部門と住宅部門の消費が大部分を占めており
（一次エネルギーベースで約6割）、特に住宅部門においては、エネルギー源別の消費量
の75％を天然ガスに依存し、現状の天然ガスによる電力・熱供給に大きな効率化ポテン
シャルがある。本案件は、上記を背景としたウズベキスタン国政府からの支援要請をもと
に、主に、産業及び民生（住宅・事業用建物）部門における省エネルギー政策推進に係わ
る関係者の能力向上を目標として実施するものである。 
【活動内容】 
・国立再生可能エネルギー資源研究所内における「省エネルギー・GXセンター」の新設と
組織機能強化 
・エネルギー管理士制度の構築 
・ゼロエネルギービル（ZEB）実証パイロットプロジェクトの実施 
・省エネ基準の強化 
・エネルギー効率機器の普及促進
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その他詳細は企画競争説明書による

企画競争説明書配布依
頼受付期限及び方法

コンサルタント等契約-業務実施契約－【事業実施・支援業務】技術協力プロジェクト

企画競争説明書による

企画競争

公告・公示日において有効である全省庁統一資格を有すること。

日本国で施行されている法令に基づき登記されている法人であること。

その他、企画競争説明書に記載の参加要件に該当すること。

契約事務取扱細則第４条に該当しないこと。
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